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次　回
７月19日の
例　会

　皆様こんにちは、一年間よろしくお願いをいたします。今年度の会長挨拶は、職業
奉仕に準じて、また、地区目標でもあります富士山世界文化遺産への協力の意味合い
も込めまして、富士山シリーズで一年間挨拶をさせていただきますのでよろしくお願
いしたいと思います。
　本日は、富士山シリーズ第一段として富士山の名前の由来について話をさせていただきます。

①富士山の名前の由来
　富士山の「フジ」という字が現在のような「富」と武士の「士」になったのは平安時代のことで、奈良
時代には幸福の福に慈しむ・不明の不に尽くす・不明の不に死ぬ・布に武士の士という字が書かれていま
した。
　フジの所見は和銅６年（713）に編纂された『常陸国風土記』で、この中には福慈の神が登場します。福
慈の神はある時、客神に一夜の宿を請われますが断ります。一方、常陸国の筑波の神は客神を泊めてもて
なします。その結果、客神は冷たい福慈の神の山には冬も夏も雪が降り寒くて人が登らないので神に食べ
物を供える者がいなくなり、温かい筑波の神の山には人々が集い神に食べ物を供えて栄えるようになるだ
ろうと言ったそうです。
　この「フジ」の名前の由来については諸説あり、『竹取物語』の中で不老不死の薬を富士山の山頂で焼い
たために以後山頂からは煙がたなびくようになったという伝えや中国の徐福が不老不死の薬を求めてやっ
てきたということに由来する不死説、平安時代の駿河国の郡名である富士郡説、富士山がすり鉢を伏せた
形に似ていることからフセが転訛したという説、アイヌ語で火の山という意味のフンチや噴出するという
意味のプシ説、朝鮮語で火を意味するプットとかプル説、マレー語で素晴らしいという意味のプジ説等が
あります。
　また、同じマレー語にはアサとかアサプという煙や湯気を意味する言葉がありますが、
日本では火山にこれと似た地名が多く、長野県の浅間山や熊本県の阿蘇山があります。
火を噴く山であった富士山は元はアサマと呼ばれていましたが、その崇高で秀麗な姿か
ら二つとない不二、不死の仙人が住む不死等のように日本一の山にふさわしい名前に
なったのではないでしょうか。

高村　繁男
会 長 挨 拶

★18：00点鐘
★ホテル御殿場館21
★前会長幹事慰労会
　並びに新会員歓迎会
　親睦活動委員会

会　員　慶　事

●例　会　場／ＹＭＣＡ東山荘
●開 会 点 鐘／12：30
●ロータリーソング／我等の生業
●内　　　容／クラブ協議会（第１回）
　　　　　　　全員

●会員誕生日／７月15日　芹澤正明君
●夫人誕生日／７月12日　斉藤礼志君夫人　智子様
●皆　出　席／７月10日　長田吉弘君（26年）

第2236回　例会プログラム

週報
http://www.gotemba-rc.gr.jp/
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　昨年度、御殿場ロータリークラブは創立45周年を迎え、本年度は新たなる一歩を踏み始めました。
　1967年６月１日に創立された時の会員数は30名であったと聞いております。現在では入会予定者を含め
て60名になろうとしております。創立以来、諸先輩や会員諸兄の営々としたご努力によって当クラブは、
充実した親睦の和と、各奉仕活動の調和のとれたクラブとして、又地域性豊かなクラブとして、当2620地
区内でも注目されるほどに成長して参りました。その伝統ある御殿場ロータリークラブの会長を仰せつか
りその責務を痛感しております。
　私達は、今、御殿場ロータリークラブの創始の精神を初心として忘れることなく、この一年を次なる10
年、20年を展望しての、確かなる第一歩にするべく努力していきたいと思います。どうかこの一年間微力
ではございますが、先輩諸兄のご指導、ご協力を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。
　さて、2012～2013年度、田中Ｒ.Ｉ.会長が「奉仕を通じて平和を」のテーマを掲げられました。平和に
向けた努力は、すべての人、家族、クラブ、地区、地域、そして国から始まると思います。ロータリーの
中核にあるのは、奉仕の力に対する信念です。奉仕を優先すれば、自分より他者のニーズが優先され、考
え方ががらりと変わり、人々を助けよう、人々がもっと幸せになるよう自分に出来ることをしよう、とい
う気持ちがさらに湧き上がります。自分の時間やリソースを惜しみなく与え、新しい考え方に対してもさ
らに心を開く事が出来ます。それは、他人を変えようとするのではなく、すべての人や物が自分に何かを
教えてくれること、毎日、新たな成長の機会が与えられる事を認識することになり、奉仕を通じて、私達
は違いに対して寛容になり、周囲の人に対して感謝の気持ちを抱くようになります。感謝の気持ちを持て
ば、もっと相手を理解でき、あらゆる人の中に善を見出せるようになります。こうした理解を深めること
で、他者への尊重の念が高まり、互に対する尊重の念があれば、人々は平和に暮らすことが出来ると思い
ます。と解いています。
　私は、ともすれば自己中心的になりがちな考え方を、相手の立場になって考え、ものを見る視野を広げ
て行くことを示されたものと思います。
　又、それがロータリアンの目標である「他者への奉仕」の実現であると確信しております。そして、
Ｒ.Ｉ.2620地区髙野孫左ヱ門ガバナーのテーマである「つながりを実感しロータリーを伸展させよう」と
共に今年度のロータリアンそれぞれの自己啓発の指針として行きたいと思います。
　それには、地区目標への協力、そして当クラブの五大奉仕委員会の事業の遂行と親睦の充実を図って行
きたいと思っています。
　地区目標を確認してみたいと思います。

会長 高村繁男君
会 長 挨 拶

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

新年度役員高村年度最初の点鐘
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１．ＲＩ人頭分担金…………………ＵＳ＄52／人・年
２．規定審議会年次賦課金…………ＵＳ＄１／人・上半期
３．地区資金負担金…………………￥21,000／人・年（但し35歳未満は半額）
４．世界平和フォーラム（広島）…負担金￥300／人・年（期首）

【ＲＩ会長出身国としての支援活動】
１．活動基盤強化　会員維持…例会の充実
　　　　　　　　　会員増強…期首／末　103％（各クラブ純増１名以上）
２．ロータリー財団　寄付推進…あなたも毎年100ドルを
　　　　　　　　　　　　　　　ベネファクター各クラブ１名以上
　　　　　　　　　　ＧＳＥ実施…相手地区：第5280地区（ロサンゼルス地域）
　　　　　　　　　　受　　入：2012年 10月20日～11月20日
　　　　　　　　　　派　　遣：2013年 ４月20日～５月20日
３．ロータリー財団「未来の夢計画」策定着手　計画提出…2013年３月
４．世界平和フォーラム（広島：2013年 ５月17～18日）
　　国際大会（リスボン：2013年 ６月23日～26日）　　　

への登録参加

５．ＲＩ会長賞への挑戦
６．ロータリーカード加入推進

【ロータリー活動の原点を再度確認・共有活動】
７．地区職業奉仕セミナーの開催（クラブ研修リーダーセミナーと併せて）
　　　　職業奉仕月間に開催：2012年 10月13日（土）グランシップ静岡
８．ロータリー米山記念奨学会支援
　　　　奨学生支援　世話クラブ・カウンセラー引き受け
　　　　寄 付 推 進　￥16,000／人・年以上（普通・特別寄付合算）
　　　　　　　　　　当クラブは￥6,000－

【地区内クラブの連携が実感できる活動】
９．富士山世界文化遺産登録活動支援　　富士山周辺の水質源保護・活性活動
10．地区大会　2012年 11月17日～18日（甲府）への登録参加

どうか一年間よろしくお願い申し上げます。

2012～2013年度　会員負担金

２０１２～２０１３年度　地区目標



高村　繁男
臼井　良太
秋田　　敬

欠席者（７名）

56名 55名 48名 87.27％ 100％

会員数 出席者数 暫定出席率計算に用いる
会員数

前々回の
確定出席率

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。
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秋田　敬君・勝又　洋君・勝又　誠君・芹澤正明君 
渋谷　一君・菅沼　久君・渡辺　巌君
 

６月15日
６月20日
６月22日

裾野RC
長泉RC
裾野RC

勝又　洋君
神谷高義君
勝間田太住君

・１年間よろしくお願いいたします。
　会長、幹事、会計、両副会長 
・今月20日をもってガバナー補佐の仕事も終結
することになりました。１年間の皆様方のご
支援に感謝申し上げます。水口正宏君 

・１年間、会長始めプログラム委員会、メン
バー皆様のおかげで無事１年間週報を発行す
ることができました。クラブ会報委員会一同

6/21のメーキャップ7/5の出席報告

7/5のスマイル

　高村年度の幹事を仰せつかりました臼井です。
　被選理事会をやりながら御殿場ロータリーの歴史や過
去のデータを豊山さんからいただき、最近の御殿場クラ
ブを振り返ってみますと、今までは他のクラブのように
会員の減少に歯止めがきかなくなって危機を迎えている
ことなど他人事でした。
　今年度も増強委員長の勝又重春君と来年度の目標は
１名と簡単に考えていましたが、年度末に２人の退会が
出てしまい56人となってしまいました。
　過去のデータから見ますと７月１日現在の会員数56
人は1990年以来、平均年齢は64歳と過去最高、最近の
４年間は１歳ずつ上がっています。最年少会員は49歳
と過去最高となっています。
　平均年齢が上がってくると、新入会員を勧誘する機会
も当然減ってきます。
　クラブ運営にだんだん影響が表れてきますので、全会
員で新入会員の紹介に努めて頂きたいと思います。
　幹事の挨拶としては出過ぎた意見になってしまいまし
たが、高村会長を補佐し、御殿場ロータリークラブのま
すますの発展に努めるつもりですので、皆様のご協力を
お願いして幹事の挨拶とします。

幹　事 臼井良太君

　今年度梶原君とＳＡＡを担当させていただきますので
よろしくお願い申し上げます。
　ロータリーは大人の会でありますので、皆さんの常識
的な行動が自ずとクラブ運営に反映されると思います。
　御殿場クラブは45年の歴史があり、先輩の皆さんが
ロータリー精神をもとに御殿場クラブらしい伝統を築い
てこられましたので、今日のようなクラブに成長してき
ているものと思います。
　ＳＡＡといたしましては例会等が、和やかで、秩序が
あり、楽しいクラブ運営ができるようにお手伝いさせて
いただくのが役割ではないかと思います。
　前年度と同様に会員同士の親睦を深めるために３ヵ月
毎の座席の交替、また、例会をなごやかな雰囲気にする
ためにＢＧＭの利用などをしていきたいと思います。ま
た、例会の進行は親睦活動委員会にお願いしてあります
ので、より秩序正しく、時間通りに進行されるものと思
います。
　積ガバナーが45周年の記念例会の挨拶のなかで、
“ロータリーには品格が必要です”と話されておりまし
た。
　尚一層の品格の向上に会員のみなさんのご協力をお願
い申し上げます。一年間よろしくお願いします。

ＳＡＡ 山口幸男君

幹事挨拶 ＳＡＡ（会場監督）挨拶
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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司会
斎藤　衛君

ソングリーダー
豊山　篤君

出席報告
井上　元君

ポールハリスフェロー受賞
勝間田太住君


